
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領域 ねらい 支援内容 計画への反映例

ア）健康・福祉

健康状態の維持・改善

生活のリズムや生活習慣の形成

基本的生活スキルの獲得

・健康状態のチェック・観察

・睡眠、栄養管理、排泄等、基本的な生活リズムを整える支援

・咀嚼、嚥下、姿勢保持、自助具等に関する支援

・感染症の予防、原疾患の悪化を防ぐ、安全への配慮

・日常生活や社会生活を営めるように、身体的、精神的、社会的訓練

・身の回りの清潔、食事、衣服の着脱、排泄等の生活に必要な基本的な技能の習得

・時間や空間を本人にわかりやすく構造化する

・栄養、呼吸管理等、生命維持に不可欠な医療的ケアの支援

・入浴、清拭等、身体を清潔に保つ支援

・療法士による身体機能の向上および維持に関する支援

体調観察の実施及び保護者や医療機関との連携による健康管理

一日のスケジュールを作成し、規則正しい生活リズムの確立

食事や日常生活での自助具の使用方法を検討、実施

安全な生活環境の整備と事故防止対策及び緊急時の対応マニュアルの整備と訓練

コミュニケーションスキルの向上を目指したソーシャルスキルトレーニング

衣服の着脱や排泄の自立支援

医師の指示の基、栄養管理計画を実施

医療的ケアの実施と記録

適切な入浴方法の検討、実施

個別のリハビリテーションプログラムの作成と実施

生活の中での運動習慣の確立と指導

イ）運動・感覚

姿勢と運動・動作の向上

姿勢と運動・動作の補助的の活用

保有する感覚機能の向上

・日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や全身運動・動作の習得および向上

・関節の拘縮や変形の予防

・筋力の維持・強化

・五感を十分に活用できるような遊びの支援

・感覚の特性に対する環境調整等の支援

バランスボールなどを使用し体幹のバランスを取る練習を行い、姿勢保持の向上を図

る

●保有した機能を最大限活用できる自助具などを使用し日常生活動作を習得する

●療法士によるストレッチングやリラクセーションで筋肉や関節の柔軟性を高める

●風船や粘土など感触の異なる物に触れる

●音の出る絵本やスヌーズレン、楽器などを使用し視覚、聴覚、触覚を刺激し脳を活性

化させる

●握る、ちぎる、丸めるといった動作を通して手先の感覚を高める

●比較概念や色形に関心が湧くような言葉かけをする

ウ）認知・行動
認知の発達と行動の獲得

空間・時間、数等の概念形成の習得

・五感を活用して、必要な情報を収集し認知機能の発達を促す支援

・環境から情報を取得・選択し、行動につなげるという一連の認知過程の発達の支援

・日頃から触れる物の機能や属性、形、色、音などが変化する様子、空間・時間等の

 概念形成を図ることによって、認知や行動の手がかりとして活用できるための支援

・数量、形の大きさ、重さ、色の違い等の習得のための支援

・特性を踏まえ、情報を適切に処理できるための支援

色鮮やかなパズルや絵本を使用し、視覚的な刺激を通じて認知機能の発達を促す

音楽や音の出るおもちゃを使うことで、聴覚の発達を支援し、音を通じた情報収集能

力を高める

風船や粘土遊びを通じて、触覚を強化し、触覚的な情報の処理能力を向上させる

 環境から得られる情報を適切に選択し、行動につなげる認知過程の発達を促す

ご利用児の特性を理解し、それに応じた適切な情報処理ができるようにする

エ）言語・コミュニケーション

言語の形成と活用

言語の受容および表出

コミュニケーションの基礎的能力の向上

コミュニケーション手段の選択と活用

・具体的な事物や体験と言葉の意味を結びつける支援

・体系的な言語の習得、自発的な発声を促す支援

日常生活の中で、児童が自分の考えや気持ちを言葉や表情、ジェスチャーなどで表現する機会を

増やす。

視覚的な支援を用いて、言葉とその意味を結びつける。

言語ゲームやアクティビティを導入し、楽しく言葉を学ぶ。

成⾧の記録とフィードバックを定期的に行い、支援の効果を確認する。

音の出る絵本・遊具、DVD鑑賞などを通して、さまざまな感情表現力につながる機会を提供す

る。

利用の中の様々な介助やコミュニケーションの場面で、ご利用児に積極的に働きかけを行うとと

もにご利用児の反応を見逃さないようにする。

オ）人間関係・社会性

他者とのかかわり

自己の理解と行動の調整

仲間づくりと集団への参加

・人との関係を意識し、身近な人と親密な関係を築き、その信頼関係を基盤として

 周囲の人と安定した関係を形成するための支援

・遊び等を通じて人の動きを模範することにより、社会性や対人関係の芽生えを支援

・一人遊びから並行遊び、大人が介入して遊ぶ複合的な遊び、協同遊び

 （役割分担やルールなど）気持ちや情動の調整ができるようになる支援

・集団参加のための手順やルールの理解、遊びや集団活動に参加できるための支援

日常生活の中で、職員や他の児童の行動を観察し、模倣する機会を提供する。

模倣遊びを取り入れ、具体的な動作や言語を学ぶ場を設ける。

成功体験を重ねることで、自信を持って模倣行動を行えるように支援する。

年齢や発達段階に応じた遊びを提供し、社会的スキルを養う。

集団活動を通じて、協調性やルールを守ることの重要性を学ぶ。

絵カードや写真を用いて、さまざまな感情を認識するトレーニングを行う。

感情の名前や表現方法を教え、自分の気持ちを適切に伝える力を育む。

ご利用児や保護者からのフィードバックを取り入れ、支援方法を柔軟に検討する。

発達支援の５領域(児童発達支援・放課後等デイサービス)


